
(57)【要約】

好ましくは形状記憶合金から作られる外科用締結具（１

０）。小さな外科用接近口又は切開部を通じて内部組織

（１８）又は他の合成材料に接近することができる。締

結具（１０）は、組織層（１４、１６）を通過して配備

された後、自動的に、組織層に対して、組織厚に比較的

左右されることのない適切な止血圧縮を加える形状を取

る。締結具は、特定の臨床適用例において従来の非生体

吸収縫合糸及びステープルに代わる適切な代替物である

。締結具の形状、配備法及び低い力要求は、締結具を標

準的な外科手技に適したものに、特に、管内手術を含め

、創傷部位への接近が制限される腹腔鏡使用手術及びそ

の他の低侵襲性手術に適したものにする。締結具を配備

するために分配器具（５０）もまた、提供する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の 物 質 層 を と も に 固 定 す る た め の 外 科 用 締 結 具 で あ っ て 、
第 １ 端 及 び 第 ２ 端 を 有 す る 構 成 部 品 を 含 み 、 該 構 成 部 品 は 、 所 定 状 態 が 生 じ る と き 構 成 部
品 を 第 １ の 形 状 か ら 第 ２ の 形 状 に 変 形 す る こ と が 可 能 な 材 料 か ら 作 ら れ 、 構 成 部 品 の 第 １
形 状 は 第 １ 端 を 複 数 の 物 質 層 に 貫 入 さ せ る こ と を 可 能 に し 、 構 成 部 品 の 第 ２ 形 状 は 複 数 の
弾 性 偏 向 コ イ ル を 有 す る ば ね の 形 態 で あ る 外 科 用 締 結 具 。
【 請 求 項 ２ 】
構 成 部 品 の 第 １ 端 の 第 ２ 形 状 が 、 第 １ 端 に 末 端 コ イ ル が つ い た 形 状 を し て お り 、 第 ２ 形 状
に あ る 場 合 は 、 構 成 部 品 の 隣 接 コ イ ル の 円 周 に 沿 っ て 整 合 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 用 締
結 具 。
【 請 求 項 ３ 】
構 成 部 品 の 第 ２ 形 状 は コ イ ル の つ い た 引 っ 張 り ば ね を 形 成 し 、 該 コ イ ル が 互 い に 対 し て 斜
め 向 き の ば ね で あ る 請 求 項 １ の 外 科 用 締 結 具 。
【 請 求 項 ４ 】
構 成 部 品 の 第 １ 形 状 は 実 質 的 に ま っ す ぐ で あ る 請 求 項 １ の 外 科 用 締 結 具 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 外 科 用 締 結 具 で あ っ て 、 更 に 、 ス ラ イ ド し て 第 １ 形 状 の 構 成 部 品 を 収 容
す る こ と が で き る サ イ ズ の 内 腔 を 持 つ 皮 下 注 射 針 と 、 ス ラ イ ド し て 該 内 腔 内 を 通 過 し 、 そ
こ に 格 納 さ れ て い る 構 成 部 品 を 針 の 遠 位 末 端 に 前 進 さ せ る こ と が で き る サ イ ズ の 外 部 操 作
が 可 能 な プ ラ ン ジ ャ ー と を 含 む 外 科 用 締 結 具 。
【 請 求 項 ６ 】
構 成 部 品 が 応 力 下 で 針 の 内 腔 内 に 格 納 さ れ 、 該 所 定 状 態 が 、 該 プ ラ ン ジ ャ ー の 作 動 に 対 応
し て 内 腔 か ら 該 構 成 部 品 が 出 現 し 次 第 の 該 応 力 の 除 去 で あ る 請 求 項 ５ に 記 載 の 外 科 用 締 結
具 。
【 請 求 項 ７ 】
構 成 部 品 が 形 状 記 憶 合 金 か ら 作 ら れ る 請 求 項 １ の 外 科 用 締 結 具 。
【 請 求 項 ８ 】
形 状 記 憶 合 金 が ニ チ ノ ー ル で あ る 請 求 項 ７ の 外 科 用 締 結 具 。
【 請 求 項 ９ 】
層 の １ つ が 組 織 で あ っ て 、 該 コ イ ル が 偏 向 ば ね で あ り 、 該 組 織 及 び 該 そ の 他 の 物 質 層 が 該
近 接 コ イ ル １ 対 の 間 に あ る 時 、 少 な く と も １ 対 の 近 接 コ イ ル の 間 で 圧 縮 止 血 保 持 力 を 生 じ
さ せ る こ と が で き る 請 求 項 １ の 外 科 用 締 結 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
複 数 の 物 質 層 を と も に 固 定 す る た め の 外 科 用 締 結 具 で あ っ て 、 該 物 質 層 の 少 な く と も １ つ
は 生 体 組 織 で あ り 、
第 １ 及 び 第 ２ の 末 端 を 持 ち 、 第 １ の 実 質 的 に ま っ す ぐ な ワ イ ヤ 形 状 か ら 、 所 定 状 態 が 発 生
し 次 第 、 第 ２ 形 状 に 変 形 す る 構 成 部 品 で あ っ て 、 構 成 部 品 の 第 １ 形 状 は 、 複 数 の 物 質 層 へ
の 第 １ 端 の 貫 入 を 可 能 に し 、 構 成 部 品 の 第 ２ 形 状 は 、 構 成 部 品 の 第 ２ 端 に 少 な く と も １ つ
の コ イ ル を 含 み 、 該 コ イ ル は 、 構 成 部 品 の 第 １ 端 に 対 し て 斜 め 向 き の ば ね で あ っ て 、 そ れ
に よ り 、 複 数 の 物 質 層 を コ イ ル と 該 第 １ 端 の 間 で と も に 加 圧 す る こ と が で き る こ と を 特 徴
と す る 構 成 部 品 か ら な る 外 科 用 締 結 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
第 １ 端 の 第 ２ 形 状 が 引 っ 張 り ば ね の 形 状 を 有 す る 請 求 項 １ ０ の 外 科 用 締 結 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
第 １ 形 状 に あ る 構 成 部 品 が 軸 を 限 定 し 、 第 ２ 形 状 の コ イ ル が 、 第 １ の 軸 に 対 し て 実 質 的 に
平 行 な 第 ２ の 軸 の 周 り に 巻 く 、 請 求 項 １ １ の 外 科 用 締 結 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
第 １ 形 状 に あ る 構 成 部 品 が 軸 を 規 定 し 、 第 ２ 形 状 の コ イ ル が 、 第 １ の 軸 に 対 し て 実 質 的 に
横 向 き の 第 ２ の 軸 の 周 り を 取 巻 く 、 請 求 項 １ １ の 外 科 用 締 結 具 。
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【 請 求 項 １ ４ 】
構 成 部 品 が 形 状 記 憶 合 金 か ら 作 ら れ る 、 請 求 項 １ ０ の 外 科 用 締 結 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
構 成 部 品 が ニ チ ノ ー ル か ら 作 ら れ る 、 請 求 項 １ ４ の 外 科 用 締 結 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
構 成 部 品 が プ ラ ス チ ッ ク か ら 作 ら れ る 、 請 求 項 １ ０ の 外 科 用 締 結 具 。
【 請 求 項 １ ７ 】
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 外 科 用 締 結 具 で あ っ て 、 更 に 、 ス ラ イ ド し て 第 １ 形 状 の 構 成 部 品 を 収
容 す る こ と が で き る サ イ ズ の 内 腔 を 持 つ 皮 下 注 射 針 と 、 ス ラ イ ド し て 該 内 腔 内 を 通 過 し 、
そ こ に 格 納 さ れ て い る 構 成 部 品 を 針 の 遠 位 末 端 に 前 進 さ せ る こ と が で き る サ イ ズ の 外 部 操
作 が 可 能 な プ ラ ン ジ ャ ー と を 含 む 外 科 用 締 結 具 。
【 請 求 項 １ ８ 】
構 成 部 品 が 応 力 下 で 針 の 内 腔 内 に 格 納 さ れ 、 該 所 定 状 態 が 、 該 プ ラ ン ジ ャ ー の 作 動 に 対 応
し て 内 腔 か ら 該 構 成 部 品 が 出 現 し 次 第 、 該 応 力 を 除 去 す る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 外 科 用 締
結 具 。
【 請 求 項 １ ９ 】
複 数 の 物 質 層 を と も に 固 定 す る た め の 外 科 用 締 結 具 の 分 配 装 置 で あ っ て 、
第 １ 及 び 第 ２ の 末 端 を 持 ち 、 構 成 部 品 に 掛 か っ て い た 応 力 が 除 去 さ れ 次 第 、 構 成 部 品 を 第
１ の 実 質 的 に ま っ す ぐ な 事 前 応 力 の 掛 か っ た ワ イ ヤ 形 状 か ら 、 第 ２ 形 状 に 変 形 さ せ る こ と
が 可 能 な 材 料 か ら 作 ら れ た 構 成 部 品 で あ っ て 、 構 成 部 品 の 第 １ 形 状 は 、 第 １ 端 を 物 質 層 に
貫 入 さ せ る こ と を 可 能 に し 、 該 構 成 部 品 の 第 ２ 形 状 は 、 少 な く と も １ つ の ば ね 式 偏 向 コ イ
ル を 含 む 、 構 成 部 品 と 、
ス ラ イ ド し て 第 １ 形 状 の 構 成 部 品 を 収 容 し 、 該 応 力 の 下 、 構 成 部 品 を 格 納 す る こ と が で き
る サ イ ズ の 内 腔 を 持 つ 抑 制 管 と 、
ス ラ イ ド し て 該 内 腔 内 を 通 過 し 、 そ こ に 格 納 さ れ て い る 構 成 部 品 を 抑 制 管 の 遠 位 末 端 に 前
進 さ せ る こ と が で き る サ イ ズ の 外 部 操 作 が 可 能 な プ ラ ン ジ ャ ー と 、
プ ラ ン ジ ャ ー に 設 置 さ れ 、 構 成 部 品 が 物 質 層 に 貫 入 し た 時 、 管 に 連 結 す る 向 き を し た ス ト
ッ プ で あ っ て 、 そ れ に よ り 、 該 プ ラ ン ジ ャ ー の 作 動 に 対 応 し て 内 腔 か ら の 該 構 成 部 品 が 出
現 し た 際 、 構 成 部 品 に 掛 か っ て い た 該 応 力 が 除 去 さ れ 、 そ の 結 果 、 構 成 部 品 が 第 ２ 形 状 を
取 り 、 物 質 層 を 把 持 す る こ と が で き る 、 第 １ の ス ト ッ プ か ら な る 分 配 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
抑 制 管 が 皮 下 注 射 針 で あ っ て 、 更 に 、
ス ラ イ ド し て 皮 下 注 射 針 を 収 容 し 、 中 を 通 過 す る 皮 下 注 射 針 の 前 進 を 制 限 す る た め の ス リ
ー ブ と 、
ス リ ー ブ に 連 結 す る た め に プ ラ ン ジ ャ ー に 取 り 付 け ら た 第 ２ の ス ト ッ プ と か ら な る 、 請 求
項 １ ９ に 記 載 の 外 科 用 締 結 具 の 分 配 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
該 プ ラ ン ジ ャ ー が 該 皮 下 注 射 針 内 で 回 転 運 動 を 行 う こ と が で き 、 該 皮 下 注 射 針 は 該 ス リ ー
ブ 内 で 回 転 運 動 を 行 う こ と が で き て 、 該 第 １ ス ト ッ プ も ま た 、 ス リ ー ブ に 連 結 す る こ と が
で き る 、 請 求 項 ２ ０ の 外 科 用 締 結 具 の 分 配 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
抑 制 管 が 皮 下 注 射 針 で あ っ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の ス ト ッ プ が 回 転 し て プ ラ ン ジ ャ ー に 取 り 付
け ら れ る 、 請 求 項 ２ ０ の 外 科 用 締 結 具 の 分 配 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
複 数 の 物 質 層 を と も に 固 定 す る た め の 外 科 用 締 結 具 の 分 配 装 置 で あ っ て 、
第 １ 及 び 第 ２ の 末 端 を 持 ち 、 構 成 部 品 に 掛 か っ て い た 応 力 が 除 去 さ れ 次 第 、 構 成 部 品 を 第
１ の 実 質 的 に ま っ す ぐ な 事 前 応 力 が 掛 か っ た 形 状 か ら 、 第 ２ 形 状 に 変 形 さ せ る こ と が 可 能
な 形 状 記 憶 合 金 か ら 作 ら れ た 構 成 部 品 で あ っ て 、 構 成 部 品 の 第 １ 形 状 は 、 第 １ 端 を 物 質 層
に 貫 入 さ せ る こ と を 可 能 に し 、 構 成 部 品 の 第 ２ 形 状 の 第 ２ 端 は 、 偏 向 ば ね で あ る 複 数 の コ
イ ル を 含 む 構 成 部 品 と 、
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ス ラ イ ド し て 第 １ 形 状 の 構 成 部 品 を 収 容 し 、 該 応 力 の 下 、 構 成 部 品 を 格 納 す る こ と が で き
る サ イ ズ の 内 腔 を 持 つ 皮 下 注 射 針 と 、
ス ラ イ ド し て 該 内 腔 内 を 通 過 し 、 そ こ に 格 納 さ れ て い る 構 成 部 品 を 抑 制 管 の 遠 位 末 端 に 前
進 さ せ る こ と が で き る サ イ ズ の 外 部 操 作 の 可 能 な プ ラ ン ジ ャ ー と か ら な る 分 配 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
構 成 部 品 の 第 ２ 形 状 の 第 １ 端 が 、 偏 向 ば ね の コ イ ル の つ い た 引 っ 張 り ば ね を 形 成 す る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 外 科 用 締 結 具 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
外 科 用 締 結 具 を 複 数 の 物 質 層 に 挿 入 す る た め の 方 法 で あ っ て 、 そ の 方 法 は 、
第 １ 及 び 第 ２ の 末 端 を 持 ち 、 構 成 部 品 に 掛 か っ て い た 応 力 が 除 去 さ れ 次 第 、 構 成 部 品 を 第
１ の 実 質 的 に ま っ す ぐ な 形 状 か ら 、 第 ２ 形 状 に 変 形 さ せ る こ と が 可 能 な 材 料 か ら 作 ら れ た
構 成 部 品 で あ っ て 、 構 成 部 品 の 第 １ 形 状 は 第 １ 端 が 複 数 の 物 質 層 に 貫 入 さ せ る こ と を 可 能
に し 、 構 成 部 品 の 第 ２ 形 状 は 、 構 成 部 品 の 第 ２ 端 に 、 構 成 部 品 の 第 １ 端 に 対 し て 斜 め 向 き
の ば ね で あ る 少 な く と も １ つ の コ イ ル を 含 む こ と を 特 徴 と す る 構 成 部 品 を 提 供 し 、
構 成 部 品 を 抑 制 具 内 の 応 力 下 に 置 き 、
第 １ 端 が 複 数 の 物 質 層 の 貫 入 す る よ う に 、 第 １ 端 を 抑 制 具 か ら は ず し 、
抑 制 具 か ら の 応 力 が 除 去 さ れ 、 構 成 部 品 が 第 １ 形 状 か ら 第 ２ 形 状 に 変 形 す る よ う に 、 抑 制
具 か ら 構 成 部 品 を は ず し 、
コ イ ル と 該 第 １ 端 と の 間 で 、 複 数 の 物 質 層 に 一 緒 に し て 加 圧 す る こ と か ら な る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
抑 制 具 が 皮 下 注 射 針 で あ っ て 、 さ ら に 、 構 成 部 品 が 複 数 の 物 質 層 に 貫 入 す る よ う な 、 物 質
層 を 通 し て 針 を 貫 入 す る 方 法 か ら な る 、 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 外 科 用 締 結 具 を 挿 入 す る た め
の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 外 科 用 締 結 具 を 挿 入 す る た め の 方 法 で あ っ て 、 さ ら に 、
ス リ ー ブ を 通 じ て 皮 下 注 射 針 を 誘 導 し 、
ス リ ー ブ を 通 じ て 皮 下 注 射 針 の 前 進 を 制 限 す る 方 法 か ら な る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 外 科 用 締 結 具 を 挿 入 す る た め の 方 法 で あ っ て 、 さ ら に 、
ス リ ー ブ を 通 じ て 抑 制 具 を 誘 導 し 、
ス リ ー ブ を 通 じ て 抑 制 具 の 前 進 を 制 限 す る 方 法 か ら な る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 外 科 用 締 結 具 を 挿 入 す る た め の 方 法 で あ っ て 、 さ ら に 、
ス リ ー ブ を 通 じ て 抑 制 具 を 誘 導 し 、
ス リ ー ブ を 通 じ て 抑 制 具 の 前 進 を 制 限 す る 方 法 か ら な る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 薄 い 柔 軟 な 物 質 か ら な る 多 数 の 層 を 結 合 す る た め の 締 結 具 及 び 配 備 器 具 に 関 す
る も の で あ る 。 本 発 明 は 、 よ り 具 体 的 に は 、 生 体 組 織 及 び 、 又 は 、 組 織 代 用 物 と し て 使 用
可 能 な 合 成 物 質 を 結 合 す る た め の 外 科 用 締 結 具 及 び 配 備 器 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
歴 史 的 に 見 て 、 生 体 組 織 は 、 非 常 に 一 般 的 に 手 術 に よ り 、 縫 合 糸 の よ う な 糸 で 修 復 さ れ 、
と が っ た 金 属 針 を 差 し 込 ま れ 、 組 織 を 圧 縮 す る こ と に よ り 止 血 又 は 出 血 抑 制 を 成 し 遂 げ る
た め に ち ょ う ど 十 分 な 張 力 で し ば ら れ て き た 。 適 正 な 張 力 は 、 外 科 医 に よ っ て 、 広 範 な 訓
練 か ら 導 き 出 さ れ た 観 察 及 び 判 断 に 基 づ き 設 定 さ れ る 。 過 度 の 張 力 は 、 壊 死 （ 生 体 組 織 の
局 所 的 な 死 滅 ） 及 び 、 そ の 結 果 で あ る 修 復 失 敗 の 原 因 に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ れ に 代 わ る 、 金 属 製 ス テ ー プ ル を 用 い た 組 織 結 合 法 は 、 ９ ０ 年 代 の 終 わ り を 通 し て 徐 々
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に 発 展 し 、 今 日 で は 、 皮 膚 と 内 部 組 織 の 両 方 を 閉 鎖 す る た め の 専 用 ス テ ー プ ル が 一 般 的 で
あ る 段 階 に ま で 来 て い る 。 ス テ ー プ ル は 、 組 織 に 貫 入 す る た め の 鋭 利 な 先 端 を 持 つ が 、 組
織 保 持 に 適 し た 永 続 的 な 形 状 に ス テ ー プ ル を 曲 げ る 分 配 器 具 に よ っ て 、 適 切 な 場 所 で そ の
形 を 形 成 す る 。 分 配 器 具 は 、 ア ン ビ ル の よ う な 機 構 を 含 み 、 該 機 構 は 、 出 血 を 抑 制 す る た
め に 必 要 な 圧 縮 を 含 め 、 一 定 の 範 囲 ま で 組 織 と ス テ ー プ ル と の 関 係 を 制 御 す る 。 該 機 構 が
そ の よ う に 働 く 範 囲 ま で 、 外 科 医 の 技 量 が 、 創 傷 閉 鎖 成 功 の 要 因 と な る こ と は 少 な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 来 の 手 術 で は 、 縫 合 術 と ス テ ー プ ル 留 め の 臨 床 結 果 は 、 本 質 的 に 同 じ で あ っ た が 、 両 者
は 、 そ れ ぞ れ の 短 所 を 持 つ 。 縫 合 糸 は 、 す べ て の 種 類 の 創 傷 閉 鎖 に 適 す る が 、 外 科 医 が 創
傷 部 位 に 十 分 接 近 し て 、 適 切 に 縫 合 糸 を 選 び 、 利 用 す る た め の 技 量 を 有 し て い る 必 要 が あ
る 。 従 来 の ス テ ー プ ル も ま た 、 内 部 使 用 に 適 す る が 、 結 合 す る 組 織 の 裏 に 強 く 堅 い ア ン ビ
ル を 置 く 必 要 が あ る 。 さ ら に 、 ス テ ー プ ル を 使 用 す る に は 、 器 具 の た め に 十 分 な ス ペ ー ス
が 存 在 し て 、 該 器 具 に よ り 、 ス テ ー プ ル を ア ン ビ ル に 押 し つ け 成 形 す る た め に 必 要 な 力 が
得 ら れ る 必 要 が あ る 。 た だ し 、 ス テ ー プ ル 留 め は 、 先 に 確 認 さ れ た と お り 、 縫 合 術 に 比 べ
、 一 般 に 早 く 済 み 、 高 い 技 量 レ ベ ル を 必 要 と し な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
最 近 の 、 胆 嚢 除 去 の た め の 有 益 で 侵 襲 性 の 低 い （ ｌ ｅ ｓ ｓ  ｉ ｎ ｖ ａ ｓ ｉ ｖ ｅ ） 技 術 の 発
達 は 、 内 部 締 結 具 の 遠 隔 か ら の 適 用 を 必 要 と す る 、 腸 及 び ヘ ル ニ ア の 修 復 の よ う な 、 他 の
腹 部 手 技 の 実 現 可 能 性 を 示 唆 し て き た 。 そ の 結 果 、 こ れ ま で 、 外 科 医 に よ り 、 創 傷 部 位 か
ら 離 れ た 縫 合 術 と ス テ ー プ ル 留 め の 両 方 の た め に 、 侵 襲 性 の 低 い 器 具 が 開 発 さ れ て き た 。
そ れ 同 時 に 、 現 在 、 患 者 の 利 益 に 対 す る 配 慮 が 、 冠 動 脈 バ イ パ ス 及 び 弁 交 換 を 含 め 、 腹 部
及 び 胸 部 手 技 の 全 範 囲 に 関 す る 侵 襲 性 の 低 い 技 術 の 開 発 を 押 し 進 め て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
今 日 ま で の 間 に 、 ス テ ー プ ル 留 め は 、 縫 合 術 よ り も 、 侵 襲 性 の 低 い 手 術 に 適 し て い る こ と
が 証 明 さ れ て い る 。 証 明 目 的 で 開 発 さ れ た 器 具 は 、 観 血 療 法 の た め に 開 発 さ れ た ス テ ー プ
ラ ー の 機 能 を ほ ぼ 再 現 し 、 そ れ と ほ ぼ 同 じ く ら い 使 用 が 容 易 で あ る 。 他 方 、 侵 襲 性 の 低 い
縫 合 術 の た め に 開 発 さ れ た 器 具 は 、 時 間 が 掛 か り 、 扱 い に く く 、 遠 隔 か ら 縫 合 糸 を 引 っ 張
っ て 結 び 目 を 作 る と い う 本 質 的 な 問 題 を 解 決 し な い 。 縫 合 糸 は 、 侵 襲 性 の 低 い 手 術 で は 用
途 が 限 ら れ て い る こ と が 判 明 す る だ ろ う が 、 そ れ 以 上 に 、 よ り 容 易 に 遠 隔 か ら 適 用 で き る
革 新 的 な 機 械 締 結 具 に よ り 、 従 来 の ス テ ー プ ル の 能 力 を 超 え た 創 傷 閉 鎖 関 連 問 題 が 解 決 さ
れ る 可 能 性 が 高 い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
た と え ば 、 侵 襲 性 の 低 い ヘ ル ニ ア 修 復 用 に 新 し い 締 結 具 が す で に 設 計 さ れ て い る が 、 該 修
復 で は 、 修 復 補 強 の た め に 合 成 網 を 使 用 し て 、 周 辺 組 織 に 合 成 網 を 固 定 す る 。 縫 合 術 は 、
実 行 可 能 で あ る が 、 困 難 で あ る 。 従 来 の ス テ ー プ ル 留 め は 、 組 織 の 遠 位 側 に ア ン ビ ル が 接
近 で き な い た め に 、 実 行 不 能 で あ る 。 新 締 結 具 は 、 コ イ ル ば ね 形 で 、 一 方 の ワ イ ヤ 末 端 が
と が っ て お り 、 コ イ ル を ね じ っ て 組 織 中 に 通 す こ と に よ り 、 網 の 取 り 付 け に 順 調 に 使 用 さ
れ て い る 。 該 新 締 結 具 は 、 腹 壁 の 小 さ な 穴 を 通 し て 創 傷 部 位 に 接 近 す る こ と が で き る 。 た
だ し 、 該 締 結 具 は 、 創 傷 部 位 中 に 自 然 な 形 で ね じ 込 ま れ る た め に 、 合 成 及 び 自 然 組 織 層 を
圧 縮 せ ず 、 従 っ て 、 止 血 を 達 成 し な い 。 該 締 結 具 は 、 止 血 を 達 成 し な い の で 、 広 範 な 外 科
的 適 用 に は 適 し て い な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
他 の 外 科 用 締 結 具 は 、 形 状 記 憶 合 金 で 作 ら れ て い る 。 ク ラ ン メ 所 有 の 米 国 特 許 番 号 ４ 、 ４
８ ５ 、 ８ １ ６ は 、 電 流 を 用 い て ス テ ー プ ル を 加 熱 し 閉 鎖 さ せ る 形 状 記 憶 合 金 製 の 外 科 用 ス
テ ー プ ル を 開 示 す る 。 ピ カ ら 所 有 の 米 国 特 許 番 号 ５ 、 ０ ０ ２ 、 ５ ６ ２ は 、 変 形 さ れ て い な
い 場 合 、 縫 合 環 の 形 状 を 持 つ 、 形 状 記 憶 合 金 製 の 締 結 具 を 開 示 す る 。 た だ し 、 上 記 で 確 認
し た よ う に 、 縫 合 糸 及 び ス テ ー プ ル は 、 す べ て の 外 科 的 適 用 の た め に 常 に 望 ま し い 訳 で は
な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ア ン ビ ル の 接 近 は 実 施 不 能 で あ る 一 方 、 止 血 を 達 成 す る た め に 、 組 織 に 圧 縮 を 加 え な け れ
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ば な ら な い 組 織 層 を 締 結 す る た め に 、 も っ と 他 の 適 用 法 が 存 在 す る か 、 又 は 特 定 さ れ る だ
ろ う と 信 じ ら れ て い る 。 実 例 を 挙 げ る と 、 こ れ ら の 条 件 は 、 管 バ イ パ ス 形 成 目 的 で の 、 大
動 脈 の よ う な 、 他 方 の よ り 大 き な 血 管 に 対 す る 移 植 片 の ほ と ん ど 直 角 の 取 り 付 け （ 「 末 端
対 側 面 」 吻 合 ） に あ て は ま る 。 侵 襲 性 の 低 い 管 バ イ パ ス 形 成 手 技 を 利 用 で き れ ば 、 患 者 に
顕 著 な 利 益 が あ る 。 も う １ つ の 例 は 、 管 内 手 技 に お け る 締 結 具 の 使 用 で あ り 、 動 脈 瘤 及 び
閉 塞 を 修 復 す る た め に 、 大 動 脈 、 腸 骨 動 脈 又 は 大 腿 動 脈 の よ う な 大 型 管 内 に 移 植 片 を 取 り
付 け る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ス テ ン ト は 、 現 在 、 こ の 目 的 で 使 用 さ れ る が 、 し ば し ば 、 漏 れ 及 び そ の 結 果 の 修 復 失 敗 を
防 ぐ こ と に 不 十 分 に し か 対 応 し て い な い 。 本 明 細 書 記 載 の 締 結 具 を 用 い 、 管 内 壁 に 移 植 片
を 直 接 固 定 す る こ と に よ っ て 、 管 内 修 復 目 的 の 現 行 技 術 に 関 す る こ の 固 有 の 問 題 が 克 服 さ
れ る 場 合 が あ る 。 従 っ て 、 望 ま れ る の は 、 小 さ な 外 科 用 接 近 口 又 は 切 開 部 を 通 じ て 内 部 組
織 に 接 近 し 、 簡 便 に 、 か つ 、 遠 隔 か ら 適 用 で き る 機 械 締 結 具 及 び 配 備 器 具 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 概 要 】
従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 小 さ な 外 科 用 接 近 口 又 は 切 開 部 を 通 じ て 内 部 組 織 に 接 近 で き る
外 科 用 締 結 具 を 提 供 す る こ と で あ る 。 本 発 明 の さ ら な る 目 的 は 、 遠 隔 か ら 適 用 す る こ と が
で き る 外 科 用 締 結 具 を 提 供 す る こ と で あ る 。 本 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 締 結 具 に 熱 を 加
え る こ と な く 、 形 状 記 憶 合 金 の 超 弾 性 特 性 を 利 用 す る 外 科 用 締 結 具 を 提 供 す る こ と で あ る
。 本 発 明 の ま た 別 の 目 的 は 、 上 記 外 科 用 締 結 具 の 配 備 に 使 用 す る こ と が で き る 配 備 器 具 を
提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の こ れ ら の 目 的 は 、 形 状 記 憶 合 金 か ら 作 ら れ る こ と が 望 ま し い 外 科 用 締 結 具 で あ っ
て 、 小 さ な 外 科 用 接 近 口 又 は 切 開 部 を 通 じ て 内 部 組 織 又 は そ の 他 の 合 成 物 質 に 接 近 す る 締
結 具 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 締 結 具 は 、 組 織 層 を 通 し て 配 備 さ れ た 後 、 組 織 厚 に 比 較 的 左 右
さ れ な い 適 切 な 止 血 圧 縮 力 を 組 織 層 に 加 え る 形 状 を 自 動 的 に 取 る 。 締 結 具 は 、 特 定 の 臨 床
適 用 例 に お い て 、 従 来 の 生 体 非 吸 収 縫 合 糸 及 び ス テ ー プ ル に 代 わ る 適 切 な 代 替 物 で あ る 。
締 結 具 の 形 状 、 配 備 法 及 び 低 い 力 要 求 は 、 締 結 具 を 標 準 的 な 外 科 手 技 に 適 し た も の 、 特 に
、 管 内 手 術 を 含 め 、 創 傷 部 位 へ の 接 近 が 制 限 さ れ る 腹 腔 鏡 使 用 手 術 及 び そ の 他 の 低 侵 襲 性
手 術 に 適 し た も の に す る 。 本 発 明 は 、 合 成 移 植 片 の 大 動 脈 へ の 取 り 付 け に 特 に 役 立 つ と 期
待 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 に 従 っ た そ れ ぞ れ の 外 科 用 締 結 具 を 、 図 １ Ａ か ら 図 １ Ｃ 及 び 図 ２ か ら 図 ４ に 示 す 。
外 科 用 締 結 具 は 、 組 織 層 を 圧 縮 し て 保 持 す る よ う に 、 製 造 中 に 適 切 に 形 成 さ れ た １ 片 の 金
属 構 成 部 品 で あ る 。 締 結 具 を 適 用 す る に は 、 図 ５ Ａ か ら 図 ５ Ｆ 、 図 ６ Ａ か ら 図 ６ Ｆ 及 び に
図 ９ Ａ か ら 図 ９ Ｄ に 示 す と お り 、 分 配 装 置 に 収 め た ま っ す ぐ な 管 又 は 針 を 用 い て 、 締 結 具
を 保 持 し 、 最 終 形 状 か ら ま っ す ぐ な 形 状 に た わ め て お く こ と が 望 ま し い 。 適 用 の 際 に は 、
管 を 、 組 織 中 に 挿 入 す る か 、 又 は 、 結 合 す る 組 織 に 当 て て 保 持 す る か の ど ち ら か で あ り 、
締 結 具 が 組 織 に 貫 入 し て 、 そ の 様 々 な 構 成 部 品 の 間 に 組 織 層 １ ８ を 捕 ら え て 圧 縮 し な が ら
、 次 第 に 、 そ の 本 来 の 形 状 を 取 る ま で 、 締 結 具 を 管 か ら 押 し 出 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 明 細 書 記 載 の 様 々 な 外 科 用 ワ イ ヤ 締 結 具 を 、 永 続 的 に 変 形 さ せ る こ と な く 、 ま っ す ぐ に
伸 ば す た め に は 、 ニ ッ ケ ル 及 び チ タ ン 製 の 超 弾 性 合 金 を 使 用 し て 締 結 具 を 作 る こ と が 望 ま
し い 。 締 結 具 は 、 「 形 状 記 憶 合 金 」 と 呼 ば れ る 工 業 材 料 ニ ッ ケ ル か ら 作 る こ と が 望 ま し い
。 超 弾 性 は 、 簡 便 に 、 記 憶 に な ぞ ら え る こ と が で き る 。 超 弾 性 締 結 具 は 、 成 形 後 、 力 を 加
え て 直 線 に さ れ て も 、 直 管 か ら 出 て 、 も は や 無 理 な 力 が 掛 か ら な く な る と 、 以 前 の 形 状 を
「 思 い 出 し 」 、 そ の 形 状 に 戻 る 能 力 を 持 っ て い る 。 超 弾 性 形 態 の ニ チ ノ ー ル は 、 極 度 に 高
い 弾 性 限 界 を 持 ち 、 該 弾 性 限 界 は 、 永 続 的 な 変 形 を 生 じ さ せ る こ と な く 、 多 大 な 屈 曲 を 可
能 に す る 。 一 般 に 、 ニ チ ノ ー ル は 、 永 続 的 に 変 形 す る こ と な く 、 ８ ％ ま で の ひ ず み 率 が 可
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能 で あ る 。 円 形 ワ イ ヤ で は 、 締 結 具 を 、 ０ ． ０ ８ 以 下 に あ た る ｄ ／ ２ Ｒ の 限 界 範 囲 内 で 機
能 す る よ う に 設 計 す る が 、 こ こ で 、 ｄ は ワ イ ヤ 直 径 で あ り 、 Ｒ は ワ イ ヤ を 成 形 す る 際 の 半
径 で あ る 。 本 明 細 書 記 載 の 締 結 具 は 、 十 分 弾 性 が あ り さ え す れ ば 、 ど の 材 料 か ら で も 作 る
こ と が で き る こ と に 注 意 す る べ き で あ る 。 材 料 は 、 超 弾 性 の 特 徴 を 持 つ こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
締 結 具 １ ０ の 望 ま し い 実 施 形 態 は 、 図 １ Ａ か ら 図 １ Ｃ に 示 す よ う に 、 本 質 的 に 、 そ の 本 体
が 、 コ イ ル １ ２ を 持 つ 引 っ 張 り ば ね か ら で き て い る 。 該 締 結 具 １ ０ の コ イ ル は 、 静 止 状 態
で は 、 互 い に 対 し て 斜 め を 向 い た ば ね で あ り 、 そ の 結 果 、 該 コ イ ル を 分 離 さ せ る に は 、 力
Ｆ Ａ が 必 要 で あ る 。 コ イ ル が ち ょ う ど 離 れ 始 め る 力 が 、 締 結 具 の 事 前 負 荷 値 で あ る 。 さ ら
に 力 を 加 え る と 、 締 結 具 の 勾 配 関 数 に 従 っ て 、 コ イ ル １ ２ の 分 離 が 起 こ る 。 図 １ Ｃ に 示 す
よ う に 、 締 結 具 の 隣 接 コ イ ル １ ２ の 間 に 捕 ら え ら れ た 組 織 １ ８ の 層 は 、 力 Ｆ １ で 締 め つ け
ら れ る と 思 わ れ る が 、 該 力 Ｆ １ は 、 組 織 １ ８ の 表 面 と 実 質 的 に 直 角 で 、 締 結 具 の 事 前 負 荷
値 よ り も 幾 分 高 い 数 値 を 持 つ 。 該 力 は 、 締 結 具 の 材 料 、 寸 法 及 び 巻 き 技 術 の 関 数 で あ る が
、 管 組 織 を 締 め つ け る 際 、 止 血 を 確 実 な も の に す る よ う に 決 定 す る 。 組 織 が 、 十 分 厚 く 、
い っ た ん 所 定 の 位 置 に は さ ま る と 、 締 結 具 の コ イ ル 間 で 圧 縮 さ れ る こ と に な る 限 り 、 引 っ
張 り ば ね の 代 わ り に 圧 縮 ば ね を 使 用 す る こ と が で き る こ と に 注 意 す る べ き で あ る 。 金 属 製
ワ イ ヤ の 事 前 負 荷 コ イ ル に 関 す る 理 論 及 び 実 践 は 、 引 っ 張 り ば ね 製 造 に お い て 日 常 的 に 実
施 さ れ 、 本 技 術 熟 練 者 に は よ く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ Ａ か ら １ Ｃ の 締 結 具 を 超 弾 性 材 料 か ら 作 り 、 上 記 の ひ ず み 率 限 界 を 確 認 し た ら 、 締 結
具 を ま っ す ぐ に し て 組 織 １ ８ に 貫 入 さ せ 、 そ の 後 、 放 出 し て 、 コ イ ル が 組 織 の 近 位 １ ４ と
遠 位 １ ６ の 両 側 で 再 成 形 で き る よ う に し 、 そ れ に よ り 、 ２ コ イ ル 間 で 組 織 を 締 め つ け る 。
コ イ ル １ ２ の 数 は 、 特 に 重 要 で は な い 。 少 な く と も ２ つ の 完 全 な コ イ ル １ ２ が 必 要 で あ り
、 組 織 中 で の 分 配 を よ り 危 険 の 少 な い も の に す る に は 、 ４ コ イ ル の よ う に も っ と コ イ ル の
数 が 多 い 方 が 望 ま し い 。 コ イ ル １ ２ は 、 直 径 が ４ ． ７ ６ ｍ ｍ 乃 至 ６ ． ３ ５ ｍ ｍ （ ３ ／ １ ６
乃 至 １ ／ ４ イ ン チ ） で あ る こ と が 望 ま し い 。 締 結 具 の 末 端 は 、 体 内 で は 、 体 を 傷 つ け る こ
と の な い よ う に 、 隣 接 コ イ ル と 並 ん だ 同 一 平 面 上 に あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ２ 及 び 図 ３ は 、 組 織 １ ８ の ２ つ の 層 １ ４ 、 １ ６ へ の 組 み 込 み 前 と 後 の 、 締 結 具 ２ ０ の 別
の 実 施 形 態 を 示 す 。 組 織 層 の 存 在 が 、 締 結 具 が 完 全 に 元 の 状 態 に 戻 る の を 防 ぐ 。 従 っ て 、
ば ね 式 偏 向 締 結 具 を 広 げ て 、 こ の 分 量 だ け 離 す た め に 必 要 な 力 は 、 ま た 、 組 織 １ ８ の 層 に
加 わ る 実 質 的 に 垂 直 な 圧 縮 力 Ｆ ２ で も あ る 。 該 力 は 、 ワ イ ヤ 直 径 と 締 結 具 の 幾 何 学 的 配 置
と の 関 数 で あ る が 、 止 血 を 達 成 す る よ う 、 設 計 時 に 決 定 す る 。 こ れ ら の パ ラ メ ー タ も ま た
、 力 Ｆ ２ 対 締 結 具 の た わ み の 面 で 評 価 し た と お り 、 締 結 具 の 勾 配 又 は 剛 性 を 決 定 す る 。 異
な る 組 織 厚 は 異 な る た わ み を 、 従 っ て 、 異 な る 圧 縮 力 を 生 む の で 、 勾 配 は 、 組 織 厚 の 通 常
範 囲 全 般 に わ た っ て 、 壊 死 を 誘 発 す る こ と な く 合 理 的 な 止 血 を 維 持 で き る よ う に 十 分 低 く
な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ２ は 、 図 ３ に 模 式 的 に 示 さ れ た 締 結 具 ２ ０ の 等 角 投 影 図 で あ る 。 下 部 コ イ ル ２ ４ は 、 組
織 に 貫 入 し て 半 円 状 に 曲 が り 、 組 織 層 に 再 侵 入 す る 。 上 部 コ イ ル ２ ２ は 組 織 を 圧 迫 し 、 結
果 的 に 、 よ り 大 き い 下 部 コ イ ル の 内 側 に 組 織 が 捕 ら え ら れ る こ と に 役 立 つ 。 上 部 コ イ ル ２
２ の 数 は 、 締 結 具 ２ ０ の 本 質 的 な 動 き を 変 え る こ と な く 、 変 更 す る こ と が で き る 。 ２ つ 以
上 の コ イ ル ２ ２ を 使 用 し て 、 締 め つ け 力 を 下 部 コ イ ル 周 辺 に よ り 均 一 に 分 配 す る の に 役 立
て 、 そ れ に よ り 、 組 織 １ ８ の 中 で 締 結 具 ２ ０ が 誤 っ た 方 向 を 向 か な い よ う に す る こ と が 望
ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ４ の 締 結 具 ４ ０ は 、 結 合 す る 組 織 の 両 側 に 均 一 に 応 力 を 分 配 す る よ う 、 コ イ ル が 対 称 形
に な っ て い る 。
図 ２ 、 図 ３ 及 び 図 ４ の 締 結 具 は 、 図 １ Ａ か ら 図 １ Ｃ の 締 結 具 に 類 似 し て お り 、 締 結 具 が 偏
向 ば ね で 、 コ イ ル を 用 い て 圧 力 を 加 え る 。 図 ２ 、 図 ３ 及 び 図 ４ の コ イ ル は 、 そ れ ぞ れ 、 締
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結 具 が ま っ す ぐ な 形 態 の 時 に 取 る 方 向 に 対 し て 実 質 的 に 横 向 き の 軸 を 持 つ 一 方 、 図 １ Ａ 乃
至 図 １ Ｃ の コ イ ル は 、 そ れ ぞ れ 、 そ の ま っ す ぐ な 形 態 に 対 し て 実 質 的 に 横 向 き の 軸 を 持 つ
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ Ｃ 、 図 ３ 及 び ４ の 締 結 具 は 、 す べ て 、 組 織 の 近 位 層 １ ４ 及 び 遠 位 層 １ ６ を 含 む 生 体 組
織 １ ８ の ２ 層 を 締 め つ け る 締 結 具 を 示 す 。 し か し 、 本 明 細 書 記 載 の 締 結 具 は 、 移 植 片 、 も
し く は 、 組 織 代 替 物 と し て 使 用 可 能 な 合 成 繊 維 、 又 は そ の 組 み 合 わ せ の よ う な 、 ど の 種 類
の 材 料 で も と も に 締 結 す る こ と が で き る 。 実 例 を 挙 げ る と 、 合 成 繊 維 は 、 ゴ ア テ ッ ク ス 、
ダ ク ロ ン 又 は テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） の よ う な 材 料 で も よ い 。 動 物 組 織 ば か り で な く 、 自 原
性 及 び 非 自 原 性 ヒ ト 組 織 も ま た 、 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 の す べ て の 締 結 具 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ワ イ ヤ を 斜 め に 切 断 す る か 、 又 は 、 締 結
具 製 造 中 に 末 端 を 鋭 利 に テ ー パ リ ン グ す る か の ど ち ら か に よ っ て 、 貫 入 が 容 易 に な る よ う
、 締 結 具 の 先 行 末 端 ２ １ を と が ら せ る こ と が で き る 。 斜 め 切 断 は 、 一 般 的 に 、 従 来 の ス テ
ー プ ル の 先 を と が ら せ る た め に 使 用 さ れ 、 テ ー パ リ ン グ を 用 い て と が ら せ る 方 法 は 、 特 定
の 等 級 の 縫 合 針 を 製 作 す る た め に 使 用 さ れ る 。 両 技 術 と も 、 本 技 術 熟 練 者 に は よ く 知 ら れ
て い る 。 先 を と が ら せ る た め の 、 ト ロ カ ー ル ポ イ ン ト よ う な そ の 他 の 技 術 も ま た 、 締 結 具
に 有 効 に 適 用 さ れ 得 る 。 そ の 代 わ り に 、 又 は 、 そ れ に 加 え て 、 図 ５ Ａ 乃 至 図 ５ Ｆ 及 び 図 ６
Ａ 乃 至 図 ６ Ｆ に 示 す と お り 、 締 結 具 を 収 納 す る 分 配 器 具 １ ５ ０ の 管 １ ５ ４ に と が っ た 先 端
部 を 取 り 付 け て 、 該 管 か ら 締 結 具 を 押 し 出 す 前 に 、 そ れ を 用 い て 組 織 １ ８ に 貫 入 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 の 範 囲 内 で 、 多 様 な 種 類 の 締 結 具 を 、 同 様 に 多 様 な 種 類 の 締 結 目 的 の た め に 設 計 す
る こ と が で き る 。 こ れ ら の 形 状 の う ち の い く つ か を 図 １ Ａ か ら 図 ４ に 示 す が 、 本 発 明 が よ
り 広 範 に 適 用 さ れ て い く う ち に は 、 そ の 他 の バ リ エ ー シ ョ ン も 可 能 と な り 、 多 分 実 現 さ れ
る と 思 わ れ る こ と を は っ き り さ せ て お く 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 明 細 書 記 載 の 外 科 用 締 結 具 は 、 ま た 、 内 部 か ら 締 結 具 を 挿 入 す る 必 要 が あ る 適 用 に も 使
用 す る こ と が で き る 。 実 例 を 挙 げ る と 、 締 結 具 を 管 内 手 技 に 使 用 し て 、 大 動 脈 又 は 腰 骨 動
脈 の よ う な 大 型 の 管 に 移 植 片 を 取 り 付 け 、 動 脈 瘤 又 は 閉 塞 を 修 復 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ５ Ａ か ら 図 ５ Ｆ は 、 配 備 装 置 ５ ０ の 第 １ の 実 施 形 態 及 び 締 結 具 の 挿 入 法 を 示 す も の で あ
る 。 配 備 装 置 ５ ０ は 、 ヘ ッ ド 部 ６ ０ を 持 つ プ ラ ン ジ ャ ー ５ ２ と 、 ヘ ッ ド 部 ５ ５ を 持 つ 針 ５
４ と 、 ヘ ッ ド 部 ５ ７ 及 び ス ト ッ プ ５ ６ を 持 つ ス リ ー ブ ５ １ と か ら な る 。 プ ラ ン ジ ャ ー は 、
ス ラ イ ド し て 針 ５ ４ の 内 腔 内 側 に は ま り 、 針 ５ ４ は 、 ス ラ イ ド し て ス リ ー ブ ５ １ の 内 側 に
は ま る 。 図 ５ Ａ 乃 至 図 ５ Ｆ は 、 締 結 具 １ ０ を 使 用 し て 、 第 １ 組 織 層 １ ４ 及 び 反 対 壁 １ ７ を
持 つ 血 管 に 、 移 植 片 １ ６ を 取 り 付 け て い る 様 子 を 示 す も の で あ る 。 し か し 、 本 明 細 書 記 載
の 締 結 具 は 、 材 料 又 は 組 織 の ど の 層 に 対 し て も 使 用 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 分 配 器 具
５ ０ は 、 本 明 細 書 記 載 の ど の 締 結 具 で も 送 る 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
状 況 次 第 で 、 締 結 具 の 挿 入 に は 、 下 部 膜 に 対 す る 支 え が 必 要 と な る だ ろ う 。 こ れ に は 、 通
常 、 体 組 織 自 体 の 剛 性 か 、 又 は 、 し ば し ば 、 移 植 片 を 配 備 す る 器 具 と 一 体 化 し た そ の 一 部
と し て 別 個 に 提 供 さ れ る 機 械 的 な 支 え か を 使 用 す る こ と に な り だ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ５ Ａ か ら 図 ５ Ｄ に 示 す 配 備 器 具 で は 、 プ ラ ン ジ ャ ー ５ ２ の ヘ ッ ド 部 ６ ０ に は 、 ２ つ の ス
ト ッ プ が つ い て い る 。 一 方 の ス ト ッ プ ６ ２ は 、 回 転 し て 針 ５ ４ の ヘ ッ ド 部 ５ ５ に 連 結 し 、
ま た 、 回 転 し て ス リ ー ブ ５ １ の ヘ ッ ド 部 ５ ６ に 連 結 す る 。 他 方 の ス ト ッ プ ６ ４ は 、 針 ５ ４
の ヘ ッ ド 部 ５ ５ に 連 結 す る こ と が で き る 。 該 ス ト ッ プ ６ ３ 、 ６ ４ を 使 用 し て 、 針 及 び 、 又
は 締 結 具 を 組 織 １ ８ に 挿 入 す る 深 さ の 分 量 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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図 ５ Ａ に は 、 器 具 ５ ０ の 先 端 部 を 組 織 に 接 す る よ う に 設 置 す る こ と に よ り 、 締 結 具 １ ０ を
組 織 層 １ ８ に 挿 入 す る 準 備 が で き た 配 備 装 置 が 示 さ れ て い る 。 ま ず 、 針 ５ ４ 及 び プ ラ ン ジ
ャ ー ５ ２ を 組 織 １ ８ に 同 時 に 挿 入 す る こ と が で き る よ う に 、 ス ト ッ プ ６ ２ を 針 の ヘ ッ ド 部
５ ５ に 連 結 さ せ る 。 図 ５ Ｂ に 示 す と お り 、 針 ５ ４ の ヘ ッ ド 部 ５ ５ が ス リ ー ブ ５ １ の ヘ ッ ド
部 ５ ７ に つ く ま で 、 針 ５ ４ 及 び プ ラ ン ジ ャ ー ５ ２ を 挿 入 す る 。 針 を 血 管 内 に 挿 入 す る 場 合
、 図 ５ Ａ か ら ５ Ｄ に 示 す と お り 、 血 管 の 反 対 壁 １ ７ を 越 え て 針 を 挿 入 す る こ と が な い よ う
に 注 意 す る べ き こ と を は っ き り さ せ て お く 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ５ Ｃ で は 、 ス ト ッ プ ６ ２ を 回 し 、 ス リ ー ブ に 連 結 さ せ る 。 こ れ に よ っ て 、 針 ５ ４ が 上 に
上 が る こ と が 可 能 に な る 一 方 、 プ ラ ン ジ ャ ー は 、 前 段 階 で プ ラ ン ジ ャ ー ６ ０ が あ っ た 位 置
に そ の ま ま 留 ま る 。 針 ５ ４ が 引 き 上 げ ら れ て い る 間 に 、 締 結 具 に 掛 か っ て い た 針 の 抑 制 力
は 取 り 除 か れ 、 締 結 具 は 、 応 力 が 掛 か っ て 変 形 さ れ る 前 の 形 状 を 形 成 し 始 め る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ５ Ｄ で は 、 針 は 、 そ の ヘ ッ ド 部 ５ ５ が ス ト ッ プ ６ ４ に 連 結 す る ま で 上 に 上 が る 。 針 ５ ４
が ス ト ッ プ ６ ４ に 連 結 す る と 、 医 者 は 、 針 が 組 織 層 １ ８ か ら 抜 け た こ と を 確 信 す る こ と が
で き る 。 こ の 時 、 締 結 具 １ ０ の 下 部 は 、 コ イ ル 形 状 を 形 成 し 終 わ っ て い る だ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ５ Ｅ で は 、 針 ５ ４ を 完 全 に 抜 き 取 る こ と が で き る よ う に 、 ス ト ッ プ を 回 し 、 ヘ ッ ド 部 ５
５ か ら 離 す 。 図 の よ う に 、 針 ５ ４ を 取 り 除 く に つ れ て 、 締 結 具 は 、 応 力 の 掛 か っ て い な い
形 状 を 形 成 し 始 め る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ５ Ｆ は 、 配 備 器 具 ５ ０ を 完 全 に 抜 き 取 っ た 様 子 を 示 し て い る 。 こ の 時 、 締 結 具 １ ０ は 、
ま っ た く 応 力 が 掛 か っ て い な い 形 状 を 取 る こ と が で き る 。 図 ５ Ｄ か ら ５ Ｆ に 示 す 締 結 具 １
０ の 応 力 が 掛 か っ て い な い コ イ ル は 、 分 か り や す く す る た め に 誇 張 し た 形 で 描 か れ て い る
こ と に 注 意 す る べ き で あ る 。 締 結 具 １ ０ は 、 よ り 正 確 に は 、 コ イ ル が 組 織 層 １ ８ に 対 し て
圧 縮 力 を 発 揮 し て い る 図 １ Ｃ に 示 す と お り 外 観 を 持 つ は ず で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ６ Ａ 乃 至 図 ６ Ｆ は 、 本 明 細 書 記 載 の ど の 締 結 具 で も 送 り 出 す こ と が で き る 分 配 器 具 １ ０
０ の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す も の で あ る 。 プ ラ ン ジ ャ ー １ ０ ２ に は 、 短 い ス ト ッ プ １ １ ４ と
長 い ス ト ッ プ １ １ ２ の 両 方 が つ い た ヘ ッ ド 部 １ １ ０ が あ る 。 針 １ ０ ４ の ヘ ッ ド 部 ５ ５ に は
、 ２ つ の 溝 穴 １ １ ６ と １ １ ８ が あ り 、 異 な る プ ロ セ ス 段 階 に 、 そ れ ぞ れ 、 長 い １ １ ２ と 短
い １ １ ４ を 受 け 入 れ る 。 針 を ス ラ イ ド さ せ 、 ヘ ッ ド 部 １ ０ ７ を 持 つ ス リ ー ブ １ ０ １ に 収 め
る 。 図 ６ Ａ か ら ６ Ｆ に お い て 、 分 配 器 具 １ ０ ０ の 先 端 部 、 締 結 具 １ ０ 及 び 針 １ ０ ４ は 、 そ
れ ぞ れ 、 図 ５ Ａ か ら ５ Ｆ と 同 じ 外 観 を 持 つ が 、 分 か り や す く す る た め に 省 略 し た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
最 初 に 、 図 ６ Ａ に 示 す と お り 、 長 い ス ト ッ プ １ １ ２ を 針 の ヘ ッ ド 部 １ ０ ５ に 接 す る 位 置 ま
で 動 か す 。 そ れ か ら 、 図 ６ Ｂ に 示 す と お り 、 針 の ヘ ッ ド 部 １ ０ ５ が ス リ ー ブ の ヘ ッ ド 部 １
０ ７ に 接 す る ま で 、 矢 印 １ ２ ０ の 方 向 に 押 し 下 げ る こ と に よ っ て 、 プ ラ ン ジ ャ ー １ ０ ５ と
針 １ ０ ４ を 同 時 に 組 織 に 挿 入 す る 。 針 １ ０ ４ 及 び 締 結 具 が 組 織 層 に 貫 入 し た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
続 い て 、 図 ６ Ｃ に 示 す と お り 、 長 い ス ト ッ プ １ １ ２ を 溝 穴 １ １ ６ に 挿 入 す る こ と が で き る
ま で 、 プ ラ ン ジ ャ ー の ヘ ッ ド 部 を 、 矢 印 １ ２ ２ の 方 向 に 回 転 さ せ る 。 そ の 後 、 図 ６ Ｄ に 示
す と お り 、 針 の ヘ ッ ド 部 １ ０ ５ が 短 い ス ト ッ プ １ １ ４ に 接 す る ま で 、 針 の ヘ ッ ド 部 １ ０ ５
を 矢 印 １ ２ ４ の 方 向 に 引 き 上 げ る 。 図 ６ Ｄ に お い て 、 針 １ ０ ４ は 組 織 層 か ら 完 全 に 引 き 抜
か れ る だ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ６ Ｅ に お い て 、 短 い ス ト ッ プ １ １ ４ を 溝 穴 １ １ ８ に 挿 入 す る こ と が で き る ま で 、 プ ラ ン
ジ ャ ー の ヘ ッ ド 部 １ １ ０ を 矢 印 １ ２ ６ の 方 向 に 回 転 さ せ る 。 そ れ か ら 、 ヘ ッ ド 部 １ ０ ５ が
プ ラ ン ジ ャ ー の ヘ ッ ド 部 １ １ ０ に 接 す る ま で 、 針 の ヘ ッ ド 部 を 矢 印 １ ２ ８ の 方 向 に 完 全 に
引 き 上 げ る 。 こ の 時 、 針 １ ０ ４ は 締 結 具 を 完 全 に 放 し 、 締 結 具 は 、 組 織 に 締 結 さ れ 、 応 力
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に 掛 か っ て い な い 形 態 を 取 る は ず で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
配 備 器 具 ５ ０ の 針 ５ ４ 及 び プ ラ ン ジ ャ ー ５ ３ を 適 切 な 場 所 に 配 置 す る た め に 、 多 様 な ス ト
ッ プ を 使 用 で き る こ と を は っ き り さ せ て お く 必 要 が あ る 。 実 例 を 挙 げ る と 、 プ ラ ン ジ ャ ー
の 軸 に 取 り 付 け た 単 一 の ス ト ッ プ だ け を 用 い て 、 針 を 機 能 さ せ る こ と が で き る 。 そ れ に 代
わ っ て 、 目 で 確 認 す る 指 示 器 を 用 い る こ と も で き る だ ろ う が 、 本 質 的 に 信 頼 性 は 低 く な る
。 図 ５ Ａ 乃 至 図 ５ Ｆ 及 び 図 ６ Ａ 乃 至 図 ６ Ｆ に 示 す と お り の 分 配 器 具 は 、 短 い ス ト ッ プ ６ ４
、 １ １ ４ が な く て も 、 適 切 に 機 能 で き る だ ろ う が 、 信 頼 性 は 劣 る こ と を は っ き り さ せ て お
く 必 要 が あ る 。 ま た 、 図 ５ Ａ 乃 至 図 ５ Ｆ 及 び 図 ６ Ａ 乃 至 図 ６ Ｆ に 示 す と お り の 分 配 器 具 は
、 そ れ ぞ れ 、 ス リ ー ブ ５ １ 又 は １ ０ １ が な く て も 機 能 で き る だ ろ う 。 本 明 細 書 記 載 の 該 分
配 器 具 の ど れ で も 複 数 を 、 締 結 具 の 連 続 又 は 同 時 配 備 の た め に 、 単 一 の 分 配 器 具 に 統 合 す
る こ と も 可 能 で あ る こ と を は っ き り さ せ て お く 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ７ は 、 製 造 業 者 か ら 出 荷 さ れ る 際 な ど の 配 備 器 具 ５ ０ を 示 す も の で あ る 。 使 用 し や す い
よ う に 、 針 ５ ４ の 内 部 に 前 も っ て 外 科 用 締 結 具 １ ０ を 挿 入 し 、 ま っ す ぐ に し て あ る こ と が
望 ま し い 。 配 備 器 具 ５ ０ の 出 荷 時 に 、 ス リ ー ブ ５ １ は つ け て も 、 つ け な く て も よ く 、 該 ス
リ ー ブ ５ １ は 、 締 結 具 の 挿 入 準 備 の 際 に 、 後 か ら つ け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ８ は 、 図 ５ Ａ 乃 至 図 ５ Ｆ 又 は 図 ６ Ａ 乃 至 図 ６ Ｆ で 使 用 す る 針 の 、 内 部 に 締 結 具 を 入 れ た
状 態 の 拡 大 図 で あ る 。 こ の 装 置 に お け る 長 さ 対 直 径 の 標 準 的 な 縦 横 比 は 、 侵 襲 性 の 低 い 使
用 に 対 し て は 、 ほ ぼ ４ ０ 又 は ５ ０ 程 度 の 数 字 に な る 。 締 結 具 の 直 径 は 、 ０ ． ３ ０ ５ ｍ ｍ 乃
至 ０ ． ３ ５ ５ ｍ ｍ （ ０ ． ０ １ ２ 乃 至 ０ ． ０ １ ４ イ ン チ ） の 間 で あ る こ と が 望 ま し く 、 よ り
望 ま し く は 、 直 径 ０ ． ３ ３ ０ ｍ ｍ （ ０ ． ０ １ ３ イ ン チ ） で あ っ て 、 針 ５ ４ の 内 腔 ５ ３ の 内
径 は 、 ０ ． ４ ３ ２ ｍ ｍ （ ０ ． ０ １ ７ イ ン チ ） で あ る こ と が 望 ま し く 、 針 の 外 径 は 、 ０ ． ６
３ ５ ｍ ｍ （ ０ ． ０ ２ ５ イ ン チ ） で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 ９ Ａ 乃 至 図 ９ Ｄ は 、 配 備 器 具 １ ５ ０ の 第 ３ の 実 施 形 態 及 び 締 結 具 の 挿 入 法 を 示 す も の で
あ る 。 配 備 器 具 １ ５ ０ の 第 ３ の 実 施 形 態 は 、 初 め ２ つ の 実 施 形 態 と は 異 な り 、 抑 制 管 １ ５
４ が 組 織 に 貫 入 す る よ う に と が ら さ れ て い な い 。 従 っ て 、 配 備 器 具 １ ５ ０ で 使 用 す る 外 科
用 締 結 具 は 、 組 織 に 貫 入 す る た め に 、 と が っ た 末 端 を 持 つ べ き で あ る 。 配 備 器 具 １ ５ ０ は
、 細 管 と ロ ッ ド か ら な る が 、 本 質 的 に 、 長 さ に 比 較 し て 直 径 が 小 さ い 。 従 っ て 、 図 ９ Ａ か
ら 図 ９ Ｄ は 、 分 か り や す く す る た め に 、 良 好 な 縦 横 比 を 大 幅 に 無 視 し て 図 示 す る も の で あ
る 。 こ の 装 置 に お け る 長 さ 対 直 径 の 標 準 的 な 縦 横 比 は 、 侵 襲 性 の 低 い 使 用 に 対 し て は 、 ほ
ぼ ４ ０ 又 は ５ ０ 程 度 の 数 字 に な る 。 配 備 器 具 １ ５ ０ に 関 し て 、 こ の 他 に 、 人 間 工 学 的 に 高
度 な 設 計 を 構 想 し 実 現 す る こ と が で き る こ と を は っ き り さ せ て お く 必 要 が あ る 。 ま た 、 こ
れ ら の 配 備 器 具 の い く つ か は 、 締 結 具 の 連 続 又 は 同 時 配 備 の た め に 、 単 一 の 配 備 器 具 １ ５
０ に 統 合 で き る だ ろ う こ と も は っ き り さ せ て お く 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 ９ Ａ は 、 結 合 す る 組 織 層 １ ８ に 配 備 器 具 １ ５ ０ を 設 置 し た 様 子 を 示 す も の で あ る 。 配 備
器 具 １ ５ ０ は 、 締 結 具 に 応 力 を 掛 け て 抑 制 す る 。 締 結 具 ２ ０ は 、 こ の 例 で は 図 １ の 締 結 具
で あ る が 、 完 全 に 抑 制 管 １ ５ ４ 内 に あ る 状 態 で は 、 実 質 的 に ま っ す ぐ な 形 態 を 取 る 。 末 端
が と が っ て い れ ば 、 本 明 細 書 記 載 の 締 結 具 は ど れ も 、 図 ９ Ａ か ら ９ Ｄ の 配 備 器 具 で 使 用 で
き る こ と を は っ き り さ せ て お く 必 要 が あ る 。 締 結 具 ２ ０ の と が っ た 末 端 ２ １ は 、 組 織 に 向
か っ て 進 ん で い る 。 プ ラ ン ジ ャ ー １ ５ ２ は 、 締 結 具 ２ ０ 上 に あ り 、 図 ９ Ｂ に 示 す と お り 、
シ ー ル ド に ぶ つ か っ て 止 ま る ま で 、 抑 制 管 か ら 部 分 的 に 締 結 具 を 押 し 出 す よ う な 形 に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ９ Ｂ は 、 プ ラ ン ジ ャ ー に よ っ て 部 分 的 に 挿 入 さ れ た 締 結 具 を 示 す も の で あ る 。 締 結 具 は
、 抑 制 管 か ら 出 て く る に つ れ て 、 締 結 具 は 近 位 １ ４ 及 び 遠 位 １ ６ の 組 織 層 に 貫 入 し 、 下 部
コ イ ル は 次 第 に 記 憶 形 状 を 取 っ て 、 遠 位 組 織 層 １ ６ に 穴 を あ け な が ら 、 上 向 き に 曲 が っ て
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い く 。 た だ し 、 締 結 具 ２ ０ の 下 部 コ イ ル ２ ４ は 、 実 質 的 に 組 織 の 遠 位 側 に 留 ま る こ と が 望
ま し い 。 こ の 時 点 で 、 押 し 棒 １ ５ ２ は 、 シ ー ル ド に ぶ つ か っ て 、 も は や そ れ 以 上 前 進 で き
な く な る 。 臨 床 上 の 適 用 次 第 で は 、 貫 入 し て い る 間 、 組 織 を 遠 位 か ら 支 え る こ と が 必 要 に
な る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 ９ Ｃ は 、 抑 制 管 １ ５ ４ が 持 ち 上 が り 、 次 第 に 締 結 具 ２ ０ を 開 放 し て 、 締 結 具 ２ ０ が 記 憶
形 状 を 取 る 様 子 を 示 す も の で あ る 。 こ の 状 況 は 、 抑 制 管 １ ５ ４ が 完 全 に 離 れ る ま で 発 生 し
得 な い こ と は 明 ら か で 、 そ の 時 、 抑 制 管 は 押 し 棒 １ ５ ２ に ぶ つ か っ て 止 ま る 。 締 結 具 が 記
憶 形 状 を 取 ろ う と し て い る 時 、 摩 擦 に よ り 、 締 結 具 か ら 抑 制 管 １ ５ ４ に 作 用 す る 力 が 生 ま
れ 、 そ の 結 果 、 抑 制 管 １ ５ ４ は 、 組 織 か ら 締 結 具 ２ ０ を 押 し 出 す こ と に な る 。 こ の 傾 向 は
、 抑 制 管 １ ５ ４ が 持 ち 上 が る に つ れ 、 締 結 具 ２ ０ の 上 端 を 圧 迫 す る 押 し 棒 １ ５ ２ に よ り 相
殺 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 ９ Ｄ は 、 プ ラ ン ジ ャ ー １ ５ ２ が 規 定 す る 最 上 部 の 位 置 ま で 上 が っ た 抑 制 管 １ ５ ４ を 示 す
も の で あ る 。 抑 制 管 １ ５ ４ は 、 締 結 具 ２ ０ に 接 触 し な く な り 、 締 結 具 ２ ０ は 、 記 憶 コ イ ル
形 状 ２ ２ を 取 る こ と が で き る よ う に な っ て 、 組 織 １ ８ を 圧 迫 す る 。 締 結 具 ２ ０ は 、 誘 導 管
１ ５ １ の 内 部 で 形 成 さ れ る が 、 こ の こ と は 、 誘 導 管 １ ５ １ が 、 適 切 な 形 状 を し て お り 、 締
結 具 ２ ０ が 組 織 １ ８ 上 で 形 成 さ れ る 際 、 締 結 具 ２ ０ を 誘 導 す る の に 役 立 ち 得 る こ と を 示 し
て い る 。 こ の こ と は 、 特 に 、 抑 制 か ら 開 放 さ れ た 時 に 不 正 確 に 再 形 成 さ れ る 場 合 が あ る よ
り 複 雑 な 締 結 具 の た め に 、 有 用 な 特 徴 と な り 得 る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
誘 導 管 １ ５ １ は 、 上 記 の と お り 、 プ ラ ン ジ ャ ー １ ５ ２ に は 参 照 ス ト ッ プ を 、 ま た 、 締 結 具
２ ０ に は 形 成 誘 導 物 を 提 供 す る と い う ２ 元 的 な 機 能 を 果 た す こ と が で き る 。 一 定 の 事 例 で
は 、 誘 導 管 １ ５ １ は 必 要 な い だ ろ う 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
以 上 の す べ て は 、 例 で あ っ て 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ま た 、 本 技 術 熟 練 者 が 、
本 発 明 の 精 神 か ら そ れ る こ と な く 、 明 白 な 修 正 を 行 う 可 能 性 が あ る こ と を 理 解 し て お く べ
き で あ る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 範 囲 を 判 断 す る た め に は 、 最 初 に 、 上 記 明 細 書 で は な く 、 添
付 の 特 許 請 求 の 範 囲 を 参 照 す る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
図 １ Ａ 、 図 １ Ｂ 及 び 図 １ Ｃ は 、 そ れ ぞ れ 、 本 発 明 に 従 っ た 外 科 用 締 結 具 に 関 す る 第 １ の 実
施 形 態 の 等 角 投 影 図 及 び ２ 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
本 発 明 に 従 っ た 外 科 用 締 結 具 に 関 す る 第 ２ 実 施 形 態 の 等 角 投 影 図 。
【 図 ３ 】
本 発 明 に 従 っ た 図 ２ の 外 科 用 締 結 具 に 関 す る 第 ２ の 実 施 形 態 の 側 面 切 取 図 。
【 図 ４ 】
本 発 明 に 従 っ た 外 科 用 締 結 具 に 関 す る 第 ３ の 実 施 形 態 の 側 面 切 取 図 。
【 図 ５ 】
図 ５ Ａ 乃 至 図 ５ Ｆ は 、 図 １ の 外 科 用 締 結 具 の 挿 入 の 様 子 を 示 す 、 配 備 器 具 の 正 面 切 取 図 で
あ る 。
【 図 ６ 】
図 ６ Ａ 乃 至 図 ６ Ｆ は 、 外 科 用 締 結 具 の 挿 入 の 様 子 を 示 す 、 配 備 器 具 に 関 す る 別 の 実 施 形 態
の 配 備 器 具 の 正 面 等 角 投 影 図 。
【 図 ７ 】
図 ７ は 、 図 ５ Ａ 乃 至 図 ５ Ｆ の 配 備 器 具 の 出 荷 時 の 正 面 等 角 投 影 図 。
【 図 ８ 】
図 ８ は 、 図 ５ Ａ 乃 至 図 ５ Ｆ 及 び 図 ６ Ａ 乃 至 図 ６ Ｆ の 配 備 器 具 の 正 面 切 取 図 。
【 図 ９ 】
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図 ９ Ａ 乃 至 図 ９ Ｄ は 、 図 ２ の 外 科 用 締 結 具 と と も に 配 備 器 具 を 使 用 す る 様 子 を 示 す 側 面 切
取 図 で あ る 。

(12) JP 2004-508093 A 2004.3.18



【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(13) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(14) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(15) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(16) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(17) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(18) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(19) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(20) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(21) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(22) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(23) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(24) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(25) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(26) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(27) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(28) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(29) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(30) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(31) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(32) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(33) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(34) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(35) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(36) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(37) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(38) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(39) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(40) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(41) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(42) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(43) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(44) JP 2004-508093 A 2004.3.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(45) JP 2004-508093 A 2004.3.18



【 国 際 調 査 報 告 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(46) JP 2004-508093 A 2004.3.18



フロントページの続き

(74)代理人  100096013
            弁理士　富田　博行
(74)代理人  100093713
            弁理士　神田　藤博
(72)発明者  アレン，ウィリアム・ジェイ
            アメリカ合衆国コネチカット州０６６１４，ストラトフォード，カット・スプリング・ロード　３
            ０
(72)発明者  ミラー，アーノルド
            アメリカ合衆国マサチューセッツ州０２４６７，チェストナット・ヒル，インターベイル・ロード
            　２７
Ｆターム(参考) 4C060 CC01  CC03  CC06  CC12

(47) JP 2004-508093 A 2004.3.18



专利名称(译) 外科用缔结具及び分配装置

公开(公告)号 JP2004508093A 公开(公告)日 2004-03-18

申请号 JP2002524411 申请日 2000-09-01

[标]申请(专利权)人(译) 先进的血管技术有限责任公司

申请(专利权)人(译) 血管先进技术有限责任公司

[标]发明人 アレンウィリアムジェイ
ミラーアーノルド

发明人 アレン,ウィリアム·ジェイ
ミラー,アーノルド

IPC分类号 A61B17/08 A61B17/00 A61B17/04 A61B17/06 A61B17/064 A61B17/068 A61B17/10

CPC分类号 A61B17/064 A61B17/0469 A61B17/068 A61B17/083 A61B2017/00867 A61B2017/06076 A61B2017
/06171 A61B2017/0649

FI分类号 A61B17/08 A61B17/10

F-TERM分类号 4C060/CC01 4C060/CC03 4C060/CC06 4C060/CC12

代理人(译) 小林 泰
千叶昭夫

外部链接 Espacenet

摘要(译)

优选由形状记忆合金制成的外科紧固件（10）。（18）或其他合成材料
通过小的手术入口或切口。在穿过组织层（14,16）展开之后，紧固件
（10）自动对组织层施加适当的止血压缩，其相对独立于组织厚度成
形。在某些临床应用中，紧固件是传统的非生物可吸收缝线和U形钉的合
适替代品。紧固件的形状，展开方法和低力要求适合于紧固件适用于标
准外科手术，特别是用于腹腔镜手术和其他限制进入伤口部位的手术，
包括腔内手术使其适用于微创手术。还提供了一种用于展开紧固件的分
配装置（50）。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/ffa9ce8f-0013-4fd8-a9e0-da977089fb71
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/027359002/publication/JP2004508093A?q=JP2004508093A

